
能

及

び

能

樂

堂

の
音

響

小

幡

重

一

一

能

の

晋

樂
}

'

ま
　

へ
　
お
　
き

　
能
樂
は
五
百
餘
年

の
苦
創
め
て
作
ら
れ
て
か
ら
今

日
に
至
る
を
で
、
共
形
式
に
於
て
も
亦
精
紳
に
於
て
も
殆
ん
ど

重
要
な
る
變
化
を
な
さ
ず
慱
承
き
れ
だ
も
の
で
あ

つ
て
、
其
表
現
様
式

の
純
日
本
的
で
あ

る
篳
・は
普
く
入

の
知

る
所

で
あ
る
。
而
し
て
此
能
樂

の
主
要
な
る
要
素
で
あ
る
謠
酊

の
文
章

は
莊
重
な

る
漢
夊
調
と
典
雅
な
る
和
交
調
と
を
巧

み
に
調
和
し
近
古
交
學
を
代
表
す

る
竜

の
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
が
、
其
昔
樂
的
性
質
竜
亦
此
莊
重
、
典
雅
な
交
章

に
相
應

し

い
極

め
て
特
殊
な
物
で
あ
る
事
竜
今
更
茲
に
申
す
迄
も
な

い
こ
と
で
あ
ら
う
。
斯
く
能
樂
は
我
國
の
色

々

な
藝
術

の
中
で
最
も
獨
特
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
共
研
究
も
古
來
詳
し
く
行
は
れ
て
居

る
が
、
そ
の
音
樂
的
方
面

の
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及
び
能
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〇

研
究

は
比
較
的
閑
却
さ
れ
て
居
る
の
ぽ
筆
者
の
常

に
不
審
に
戚
じ
て
居
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
方
に
於
て
音
の
研
究
、
測
定
方
法
は
近
時
電
氣
的
手
段

の
利
用

に
依

つ
て
飛
躍
的
進
歩
を
成
し
て
居

る
の
で
あ

る
か
ら
、

そ
の
最
新

の
方
法

の

一
つ
で
あ
る
習

の
高
さ
及

び
強
さ
を
直
接

に
グ
ラ
フ
に
書
く
新
裝
醒
に
依

つ
て
筆
者

が
謠
曲
の
苦
響

的
性
質
を
研
究
し
尢
結
果
〇
二
三
を
茲

に
御
紹
介
し
よ
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　エ
　

　
茲
に
述
べ
よ
う
と
す
る
音
の
強
さ
及

び
高
さ
を
直
示
す

る
新
裝
貴
、
換
言
す
れ
ば
樂
譜
を
直
示
す
る
新
器
械
は
從

來
書

の
研
究
に
屡

.、
用
ひ
ら
れ
て
居
る
書
の
波
形
を
寫
眞
に
撮
る
裝
畳
と
は
釡
然
別
個
な
格
の
で
電
氣
技
術
の
上
か

ら
云

つ
て
竜
六
ケ
敷
さ
に
於
て
窓
雲
泥

の
差

の
あ
る
竜
の
で
あ
る
。
專
門
以
外

の
方
に
は
此
兩
者
を
屡
乏

混
同
さ
れ

る
事
が
あ

る
か
ら
茲
に
此
點
を
豫

め
お
斷
う
し
て
お
く
。

　
第

一
圖
に
此
器
械

で
作

つ
力
謠
曲

の
グ
ラ
フ
を
示
し
て
あ
る
。
此
器
械

で
示
さ
れ
る
グ
ラ
フ
で
は
病
入

の
體
温
表

な
ど
と
同
じ
く
横

の
方
向
が
時
間

の
經
過
で
、
縱

の
方
向
が
高
き
及
び
張
さ

の
變
化
を
示
す

(
丁
度
體
温
表
に
體
温

と
脈
搏
數
が
別
々
の
線
で
示
き
れ
る
や
う
に
)
。　

申
す
迄
も
な
く
苦
の
高
さ
及
び
強
さ
は
何

れ
竜
體
温
表

の
や
う
な

飛
び
ー

で
は
な
く
蓮
續
的
虹
線
を
以
!し
示
さ
れ
る
。
」
且
つ
高
さ
の
變
化
の
且
盛
り
帥
ち
上
下

の
寸
法
は
音
程
値
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鞍

比
例
す

る
樣
に
し
て
あ
る
か
ら
、
丁
度
洋
樂

の
五
線
譜
と
同
じ
や
う
に
讀
み
取
れ
る
の
で
あ
る
が
、
五
線
譜
の
樣
に

階
段
的
で
な
く
蓮
續
的
に
記
録
さ
れ
る
か
ら
、
五
線
譜
そ
の
他
普
逋
の
樂
譜
で
は
示
し
き
れ
な

い
微
妙
な
高
さ
及
次

張
さ
の
變
化
が
示
さ
れ
る
。
此
特
色
は
日
本
音
樂
の
樣
な
特
殊
の
音
階
を
持

つ
な
音
樂

の
研
究

に
は
特
に
便
利
な
も



の

で
あ

る
。

(イ
)
　
謠
曲
の
音
階
に
就

て

　
謠
曲
6
昔
階
に
就
て
是
れ
迄
ど
う

い
ふ
読
が
行
は
れ
て
居

る
か
》
二
云
ぷ
に
、

先
づ
邦
樂

の
音
階
に
關
す

6
不
朽

の

典
據
で
あ

る
先
驅
者
上
原
六
四
郎
翕

の
名
著

『
俗
樂
旋
律
考
』
　
(
明
治
廿
八
年
出
版
)
に
は
次
の
様
に
書
か
れ
て
あ

る
。

　

『
謠
曲

ハ
上
流
肚
會

二
行

ハ
レ
テ
甚

タ
高
徇
ナ

川
樂
曲
ナ

レ
バ
其
旋
法
等

ヲ
探
究

ス
川
ハ
甚

タ
緊
要

ト
ス
予
常

二
.

　
之
ヲ
想

フ
而

シ
テ
未

タ
之

ヲ
攻
究

ス
〃
ユ
蓬
ア
ラ
ズ
今
年
僅

工
師

二
就

輔7
數
曲

ヲ
學

ビ

シ
ノ
ミ
然

〃

二
土
佐

ノ
人

　
小
關
茂
記
氏
明
治
十
七
年
五
月

ヲ
以
テ
習
調
表
ナ

〃
モ
ノ
ヲ
上
梓

シ
テ
雅
樂

ノ
各
器
、　
一
絃
寒
、

二
絃
琴
、
琵
琶
、

　
筑
箏

ノ
調
子
及
び
謠
曲
ノ
旋
法
ヲ
公

嵩
セ
リ
就

ナ
謠
曲

ノ
旋
法
ヲ
按
ズ

ル

ニ
頗

〆
珍
奇

ノ
思
ア

レ
バ
茲

二
附
記

シ

　

テ
他
日
ノ
參
考

二
供

ス
但

シ
其
讒

ノ
可
否

ハ
遽

二
明
言

シ
能

ハ
ず

レ
ト

モ
此

ノ
如

ク
到
明

二
表
示

セ
シ
バ
氏

ヲ
以

　

テ
嚆
矢
ト
セ
ン
カ
予
輩

ノ
據
テ
以
テ
向
來

二
盆

ス
川
所
蓋

シ
鮮
少
ナ
ラ
ザ

〆
ベ

シ
」
云
々

と
し
て
小
關
氏

の
音
階
圖
を
掲
げ
是
れ
に
對
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
尢
後
、

　

『
要

ス
ル
ニ
謠
曲

ノ
旋
法

ハ
予

二
於

テ
!崟

ク
未
知

ノ
問
題

二
屬

ス
他
日
幸

ニ
シ
テ
得

ル
コ
ト
ア
ラ
バ
之

レ
ヲ
記
述

　

ス
〃
ヲ
怠

ラ
ザ

川
ベ

シ
』

　
　
　
　

能
及
び
能
樂
堂
の
督
響
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能
及
び
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樂
堂
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一ご
二
ご

　

と

結

ば
れ

て
あ

る
。

　

　

次

に
東

亜
吾
樂

研
究

の
權
威

者

で
あ

る
田
邊

面

雄
氏
著

『
日
本

晋
樂
講

話
』
　
(
大

正
十

五
年

發
行
)

の
第

一
六

七
,

　

頁

に

は

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ヘ　
　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ　　も　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ　　ぬ　　ぬ　　へ　　ゐ

ー
　

　
『
謠

曲

の
眞

價

は
實

に
進
歩

し

カ
る
問

拍

子
に
あ

る
の
で
あ

つ
!し
、

決
し

て
そ

の
旋
律

に
あ

る
の
で

は
な

い
。

事

　

　

實

謠

曲

の
旋

律

は
頗

る
單
純

で
あ

つ
て
、

殆

ん
ど

科
學
的

の
音

階

を
認

め
難

い
。
或
人

は
張

い
て
謠

曲

の
音
階

な

　

　

ど

を

科
學
的

に
測

定
し

よ
う
と
勉

め
て
居

る
鬢
が
あ

る
が
、-
愚

の
至
ち

で
あ

る
。

そ

の
入

は
自
分

で

勝

手
に
音
階

　

　

を

制

定

し
て
居

る

の
で
あ

つ
て
、

そ

の
結

果

は
實

際

の
謠

曲

に
向

つ
て
は
極

め

て
價
値

の
少

な

い
竜

の
で
あ

る
。
』

　

と

謠

曲
一音
階

の
精
,密
研
究

を
痛
一烈

に
嘲
規
夭
し
續

い
て

　

　
』

.近
頃
世
間

に
は
謠

曲

を
や

る
入
が
非

常

に
多

い
が
、

斯

く
謠

曲

の
流

行
す

る
に

は
種

々
の
原

因
が

あ
ら

う
。
然

　

'
し

そ

の
旋
律

が

不
確

で
あ

る
と

い
ふ
事

竜
、
其

の
大

な

る
原
因

で
あ
ら

う
。
音

階
が

不
確

で
あ

る
か
ら

少
し
位
節

　

　

が

違

つ
て
居

て
も

ゴ

マ
カ

シ
が

附
く

と
思

つ

て
居

る
。

自

分

で
も
缺

點

に
氣

が
附

か
な

い
し
、

他
入

に
も
到
ら

な

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

へ　　ぬ　　も　　へ　　ぬ　　ぬ　　も　　ヘ　　ヘ　　ヤ　　へ　　も　　ヘ　　ヘ　　モ　　ゐ　　ヤ　　へ　　
ぬ　　ぬ　　ヘ　　ヘ　　へ　　も　　も

　

　

い
と
思

ふ
。

そ
れ
故
謠

曲
位

や
ら
出

し

て
直

ち

に
天
狗

の
多

く
な

る
藝

術

ぽ
他

に
な

い
。

素

入

の
謠

曲
會

な
ど

丶

　

　

來

た
ら

ば
、

世
界

に
是

れ
程
奇

妙
な
會

合

は
な

い
と

い
ふ
や
う

な

の
が

あ

る
。

十
入
寄

れ
ば
十

入
共

に
異

樣

の
聲

　

　
　

　
　

　

わ
ゐ

　

　

を

出

し
て
喚

い
て
居

る
」

云

々

　

と
謠

曲

天
狗
蓮

の
鼻

を
眞

向

か
ら

へ
し

折

つ
て
屠
る

.

尋

》
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ず
ぜ

　

一
申刀
近
時
一謠
曲

の
非
常

な

る
流
行

に
よ

う
田
・邊

氏

の
嘲
笑

を
冖餘
所
冖に
そ

の
音

階
,の
研
冖究

竜
種
、、
行

億

れ
も

次

の
樣

な
結

果
が

得
ら

れ
て
居

る
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

五
律
　
　
　
　
　
五
律
　
　
　
　
　
　
　
　

・

蘆
野
敬

三
郎
堤
.

　

(大
正
+
五
年
)

田
崎
延
次
郎
氏

　

(
昭

和

六

年
》

池

内

信

嘉
氏

　

(昭

和

七

年
)

小

澤

良

輸
琉

普

慂

の

節

　

(
昭

和

七

年
)

甲 クル ー 甲繰 一一一

　 　 旨
ド 甲繰{ 1「 甲 一 7戳 一 糊

1

証

{
　 『 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　_

…一「
繰 、 .一一角 ・・一一

ク リ r
一 タ リ

ト クル
}　 ウ キ{`5

葺

㈱ 」一(ク リ ♪一 一一　 一}

一 掠 一一竜 ウ 丁 上ウー 一一商 一 一

葺

L上_
§;

「
一 　 一

一 上 一一 一 上一1
一 上 一一L一 宮 一

、

ト[一一 ウ キ
　 　 胛一 皿

上 ノ押 一

一中 ノ淨 一

1
一 上 オ

臨 中 ウ浮 一

朋 一一 ・

　 　 　 i
　 中 一 一卜 中一

　 　 　 覧

4=中_
一r

φ　　

← 一一一一_遭__.一..

一一 中 一
徴　 _

'卩

1

L }
中 ノ押一_中 窮 ⊥_

「

　 　 　 　

　 　 　 i

}　 皿
1一下 ウ キ

　 　 　 1

　 　 　

下孵 十 ・下ウ

　 　 　

角 一一一

き5

馴
,　

　

　

ー
!
;ら
.馬

毬
蒔聾

　　

　誉

ぴゴ
守
「　

　　
,ー

ε

ー

}　 一　　̀

i　　 　 l

}一 下 一 一 一}　 下 一一 一 一下 一・一 r一 下 一 一 商 一一

下 ノ押 一[

・呂/浮 一

下オ}
『 一 　『皿■　 　 　 　 『

　 {
皿一 宮 一一』

」一一」　 　 　 …

一 呂 ウ

可崛 十 櫑 一 一驫十 呂一　 鞴
・一 弱 一一

L　 　 {
　 　 一

1, 一呂 か 一一一 黴 ・一一… 呂

謠 曲 の 昔 階

　 第 二 圖

周
知
の
導

謠
曲
の
鞍

方
は
驛

及
び
毒

の
二
種
に
矚

蕊

て
居
る
が
、
剛
吟
の
音
階
は
亨

か
ら
幾
多

の
變
邁
を
經
た
竜

の
の
如
く
で
、
現
在

の
も

の
ぽ
非
常

に
不
規
則
な
竜

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
柔
吟
の
書
階
に
就

て
は
第

二
圖
に
示
す
様
に
諸
家

の
説
は
大
贈
二

致
し
て
居

る
と
看
て
よ

い
。

　
　
　
　

能
及
び
能
樂
堂
の
著
鑾
胃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
三
三



　
　
　
　
、
能
及
び
能
樂
堂
の
音
響
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一一三
四

　
斯
く
謠
曲

の
晋
階
に
就
て
は
言
は
ば
兩
極
端

の
読
が
發
表
さ
れ
て
居
る
次
第
で
あ
る
が
.
果
し
て
田
邊
氏

の
言
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
め

如
く
謠
曲
に
は
科
學
的
音
階
と
云
ぴ
得
べ
き
も
の
は
存
在
せ
ず
十
入
十
色
異
樣
な
節
廻
し
で
喚

い
て
居

る
も
の
で
あ

ら
う
か
.
或
は
又
そ
れ
ば
素
入
天
狗
蓮

の
謠
曲

の
事
で
あ

つ
て
天
下

の
名
手
の
謠
曲
に
は
第

二
圖
に
示
さ
れ
て
あ
る

樣
な
整
然
控
る
音
階
が
認
め
ら

れ
る
竜

の
で
あ
ら
う
か
、
茲
に
筆
者
が
能
樂

に
造
詣
深

さ
廣
瀬
政
次
氏
と
協
力
の
下

に
曩

に
述
べ
カ
音
響
研
究

の
最
新

の
武
器
を
利
用
し
て
行

つ
尢
研
究

の

一
端
を
御
紹
介

し
て
讀
者

の
御
參
考
に
供
し

よ
う
と
思
ふ
次
第
で
あ

る
。

　
謠
曲
音
階

の
科
學
的
研
究

の
飆
上
に

の
ぼ

せ
π
資
料

は
何
れ
竜
蓄
音
機

レ
コ
ー
ド
で
あ

つ
て
、
寶
生
重
英
氏
吹
込

「
朋
衣
」
　
(
ビ
ク
タ
ー
)
と
寶
生
新
、
故
觀
世
左
近
、
小
澤
良
輔
氏
吹
込

の

「
松
蟲
」
と
で
あ
る
。
限
ら
れ
π
る
紙

面
に
研
究
結
果
の
詳
細
を
述

べ
6
事
が
出
來
な

い
の
は
眞

に
逡
槭
で
あ
る
が
、
　

「
朋
衣
」

に
就
て
得

ら
れ
力
結
果

の

二
三
を
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。

、

　
曩

に
掲
げ
控
第

一
圖
は
昔
の
高
さ
及
び
強
さ
を
直
示
す
る
新
器
械
で
得
π
グ
ラ
フ
の

一
例

(
茲
に
は
強
き
の
グ
ラ

フ
は
省
略
し
て
あ
る
)

で
あ

る
が
、
斯
樣
な
グ
ラ
ブ

か
ら
吾

の
高
さ

の
變
化
を
直
線

の
つ
な
が
う
を
以
て
示
し
て
見

易
く
書
き
直
し
且
つ
歌
詞
と
詳
し
く
對
照
き
せ
た
竜

の
を
第
三
圖
に
示
す

(
此
圖
で
は
横

の
方
向

の
長
さ
は
必
ず
し

竜
時
間
に
比
例
せ
ず
)
。
・
圏
中
黒
白
の
丸
や
三
角

の
傍
に
書

い
控
數
値

は
c
音
を
基
準
と
し
力
高
さ
で
あ
つ
て
、
單

位
は

一
律

(
牟
暑
)
で
あ

る
。
、
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能
及
び
能
樂
堂
の
晋
謹
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}　
　
　
　
　
　
　

一ご
二
山ハ

　

先
づ
第
三
圖

(
甲
)
に
就
て
觀
る
に

「
下
」

か
ら

「
中
」

に
な
う
、

又

「
下
し
に
戻

る
と
云
ふ
簡
單
な
高

さ
の
上

下
を
繰
ム
返
し
て
居
る
に
過
ぎ
な

い
が
、

そ
の
短

い

一
句

『
此
松
原
の
春

の
色
を
』
だ
け
に
於
て
早
や
既
に

「中
」

竜

「
下
」
竜
段

々
と
上
昇
し
全
體
の
高
さ
が
段
々
と
高
く
な

つ
て
居

る
の
が
認
め
ら
れ
る
が
、
此
傾
向

は
次
第
に
激

し
く
、
「
何
を
隔
て
ん
」
か
ら

「
月
慈
曇
ら

ぬ
」

に
至
る
問
に
中
音

の
高
さ
は

。。
払

か
ら
途
に

↓。
・O
に
逹
し
て
居
る

.(
圖
略
)
。
即
ち
此
問
だ
け
で
○

・
五
律
、
始

め
の

「
此
松
原
」
か
ら
勘
定
す
れ
ば
實
に
約

一
律

の
上
昇
を
示
し
て
居

る
。

(紙
面
に
制
限
あ

る
故
詳
細

は
別
に
發
表
す
。
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
シ

　

依

つ
て
斯
様
な
揚
合
に

「
下
」

か
ら

「
中
」
に

ウ
ク

(
上
る
)
と
云
ぷ
節
が
何
律
に
な
つ
て
居

る
か
、
或
は
叉
そ

の
逆
に

「
中
」

か
ら

「
下
」

に
下
る
の
は
何
律
ど
な
つ
て
居
る
か
と
云
ふ

一
高

一
低

の
音
程
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば

兎
竜
角
全
體
と
し
て
の
音
階
と
云
ふ
様
な
竜

の
を
考

へ
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。

而
竜

「
下
」

か
ら

「
中
」
或

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へだ
た

「
中
」
か
ち

「
下
」
に
至
る
距
う
は
各
音

の
高
さ
が

一
々
圖
に
記
入
し
て
あ
る
か
ち
詳
細
は
こ
れ
に
依
つ
て
認
め
ら
れ

る
で
あ
ら
う
が
、
前
掲
第

二
圖
の
音
階
圖
で
は
五
律
と
云
ふ
こ
と
に
確
然
と
示
さ
れ
て
あ
る
が
、
實
際
は
或
は
四
律

程
度
で
あ
う
、

又
時
と
し
て
五
律
で
あ

る
事
も

一
つ
の
注
意
す
べ
き
點
で
あ
る
と
思
ふ
ρ

　

次
に
同
種
の
例
で

「
中
」
か
ら

「
上
ウ
」

の
問
を
上
下
し
て
居

る
例
を
第

三
圖

(
乙
)
に
示
し
.

又
音
階

の
基
準

-
で
あ

る
宮
音

「上
」
が
次
第
に
上
つ
て
居
る
例
を
第
三
圖

(
丙
)
に
掲
げ
る
。
此
樣
な
例
は
衰
だ
多
數
あ
る
が
.
紙

面
筋
約
上
以
上

の
三
例

に
止
め
る
こ
と
に
し
て
謠
曲
の
音
階

と
云
ふ
事
を

一
考
し
て
み
尤
,い
。



　
元
家
謠
町
に
於
て
は
音

の
絶
對

の
高
き
が
段

々
上

つ
て
行
く
と
戚
じ
ら
れ
る
場
合
が
屡
、
あ
る
竜

の
で
あ
る
伽

　
謠

つ
て
居

る
問

に
段

々
氣
合

ぴ
が
掛
う
、

所
謂
ノ
リ
が
出
て
來
る
と
速
さ
菟
段

々
と
壇
し
て
來
る
竜
の
で
あ

る
。

從

つ
て
音
の
絶
對

の
高
さ
が
少
し
つ

つ
上
つ
て
行
く
と
云
ふ
事
は
必
ず
し
竜
不
可
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
。
即
ち
謠
ひ

と
し
て
は
音
が
段

々
上
ら
な

い
の
が
良

い
か
ど
う
か
は
議
論

の
餘
地
が
あ

る
と
竜
考

へ
ら
れ
る
が
、
音
階
と
云
ふ
見

地
か
ら
す
れ
ば
絶
對
音
高
が
段
.々
上

つ
て
行
く
と
云
ふ
事
は
可
笑
し
い
。

　
而
も
・今
此
靂
に
第
三
圖
に
掲
げ
控
様
な
例

に
於
て
は
、
氣
合
が
掛
る
と
か
ノ
リ
が
出

る
と
か
云
ふ
事
以
上
に
寧
ろ

節
を
正
確
に
保

つ
と
云
ふ
事
が
餘
程
無
親
さ
れ
て
居

る
慈
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
現
に
昔

の
高
さ
が
段
々
上

つ
て
行
く

事
以
外
に
も
、
例

へ
ば

「
こ
の
松
原

の
:
…
・」

と
う
π
つ
て
次

の

「
三
保
が
さ
き
」
の

「
み
し
で
は
故
意

に
調
子
を

低
く
し
て
諺

つ
て
居
る
事
が
認

め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
次
に
高

い
と
こ
ろ
が
出

て
來

る
の
で
此
樣
に
し
な

い
と
十
分
謠

ぴ
切
れ
な

酸
爲
で
あ
る
。

　
音
階
を
嚴
守
す
る
と
云
ふ
點

に
於
て
は
、
茲
に
偈
げ
た
例
を
以
て
み

る
と
、
寶
生
流
は
特
に
寛
大
で
あ

る
の
で
あ

つ
て
他
流

に
於
て
は
苦
律

は
慈

つ
と
遙

か
に
正
確
に
保
力
れ
、
從

つ
イし
第

二
圖
に
示
し
力
樣
な
音
階
圏
が
導
き
出
せ

る
竜
の
で
あ

る
か
竜
知
れ
な

い
。
此
點
獪
多
く
の
資
料
を
得
控
上
で
檢
討
し
!し
み
控

い
と
思
ふ
。
然
し
兎
竜
角
寶
生

重
英
氏

の
謠
ひ
を
同
流

の
標
準
と
看
做
し
、
茲

に
掲
げ
た
例
及
び
そ
れ
に
類
似
の
他

の
多
く
の
例
か
ら
考

へ
る
に
少

く
と
竜
現
在

の
寶
生
流
に
於
て
は
そ
の
音
律
は
第
二
圖
に
掲
け
力
暑
階
圖
と
は
大
凡
線

の
遠

い
も
の
で
あ

る
と
云
ふ

　
　
　
　

能
及
び
能
樂
堂
の
音
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一一三
七



竃

、

●

　
　
　
　

能
及
び
能
樂
堂
の
晋
{響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一ご
二
八

事
が
出
來

る
。

　

獪
中

ウ
は

一
般
に
下

つ
て
居
う
中
ウ
と
中
と
の
問
の
音
程
は
音
階
個

(
二
律
)
よ
う
遙
か
に
狹

い
が
、
專
門
家

の

言
に
依
れ
ば
是
れ
は
他

の
流

派
に
於
て
格
同
様
ち
し
く
、
明
治
時
代
或
は
以
前

は
廣

か
つ
カ
も
の
の
樣
で
あ
る
。

　
筆
者
は
茲
に
述
べ
禿
の
と
同
樣

の
方
法
に
依

つ
て
多
數

の
西
洋
名
歌
手
及
び
邦
樂
長
唄
名
手
の
歌
や
民
謠
等
の
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ユ
　

律
を
調
べ
、
そ

の

一
部
は
既
に
發
表
し
て
あ
る
が
音
階

の
正
確
に
保
控
れ
て
居

る
ピ
ア
ノ
に
準
據
し
て
歌
は
れ

る
西

洋
名
歌
手
の
歌
と
雖
竜
決
し
て
嚴
密
に

一
音

一
音
は
十
二
李
均
律
逋

う
に
歌
は
れ
て
居
る
格

の
で
は
な

い
。　
一
言
に

し
て
云

へ
は
夲
均
律
で
竜
な

い
、
純
正
調
で
竜
な
い
、
是
等

の
昔
階
か
ら
は
或

る
偏
差

(
勿
論
極

め
て
僅

か
で
は
あ

る
が
)
を
持

つ
控
音
律
で
歌
は
れ
て
居

る
。
而
し
て
恐
ら
く
夫
等

の
偏
差
が
夫

々
の
歌
手
の
特
色
の

一
部
を
成
し
て

居
る
竜
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
に
し
て
竜
茲
に
掲
げ
π
謠
曲
の
例

の
様
に
二
昔

の
調
和
を
基
と
す

る
普
逋

の
音
階
と

云
ふ
觀
念
か
ら
云
つ
て
節
が
全
然
不
正
確
で
あ
る
と
云
ふ
樣
な
事
は
決
し
て
な

い
。
邦
樂
長
唄
及
び
民
謠
に
於
て
も

同
様
な
事
が
云

へ
る
、
即
ち
音
律
は
も

つ
と
遙
に
正
確
で
あ

る
。
然
し
そ
れ
は
夫
等
の
暑
樂
が
音
階

に
固
定
し
控
窮

屈
な
原
始
的

の
竜
の
で
あ

つ
て
、
謠
曲
は
竜
う

一
歩
進

ん
だ
自
由
奔
放
な
我
國
獨
特
な
暑
樂
で
あ
る
と
云

へ
ば
、
そ

,

れ
迄
で
あ
つ
て
最
早
科
學
的
議
論

の
余
地
は
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

'

(
ロ
)
　
剛
吟
と
柔
吟
の
區
別
並
に
ナ
ビ
キ
の
性
質
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謠
曲

の
謠
ぴ
方
の
特
色
で
あ
る
柔
吟
と
剛
吟
と

の
差
違
等
に
就
て
は
曩

に
筆
者
等
が
前
記
の
音
の
高
さ
を
面
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨ
　

る
新
裝
置
を
利
用
し
て
行

つ
力
研
究

の
結
果
を
發
表
し
控
事
が
あ

る
。
帥
ち

『、柔
吟
起
於
て
は
特
別
の
技
巧
を
除

い

て
は
聲

の
.上

げ
下
げ
は
總
て
變
化
が
瞬
間
的
非
蓮
續
的
で
あ
つ
て
、

丁
度
階
段
を
上
下
す

る
樣
な
具
合

で
あ

る
が
.

剛
吟
に
は
或

る
高
さ
か
ら
他

の
高
さ
に
、
蓮
續
的
に
恰
竜
斜
面
を
上
下
す
る
樣

な
具
合
に
變
化
す
る
場
合
が
屡
ヒ
あ

る
」
と
云
ふ
在
來
知
ら
れ
て
居
る
意
見
が
前
逋
の
…樣
な
グ
ラ
フ
に
依

つ
て
明
示
さ
れ
て
居

る
樣

　
思
ふ
。
詳
細

は
原

著
に
掲
げ
力
多
數

の
グ
ラ
フ
を
參
照
乞
ふ
。

　
次

に
柔
吟
に
現
れ

る
特
殊
の
顫
音
ナ
ビ
キ

(
寶
生
流
に
て
ギ

ソ
と
稱
す
る
も
の
と
同
じ
竜
の
な
ら
ん
)
の
性
質
に

就
て
竜
前
記

の
剛
吟
、
柔
吟
の
區

別
と
共
に
研
究

の
結
果
を
發
表
し
控
。
帥
ち
そ
の
要
點
を

一
言
に
し
て
云

へ
・ば
ナ

ビ
キ
と
は
柔
吟
に
現
れ
る
特
殊
の
顫
音
で
あ

つ
て
、
或

る
音
と
是
れ
よ
b
約

一
音

(
二
律
)
高

い
苦
と

の
交
互
、
階

段
的
、
　
一
定
音
程
の
變
化
で
あ
b
、

且
つ
そ
の
變
動

の
速
さ
は

一
秒
に
約
四
囘
孚
で
あ
る
。

　
ナ
ビ
キ
の
性
質

の
概
要
は
右
の
逋
う
で
あ

る
が
、
そ

の
後
右

の
資
料
に
就
き
更
に
ナ
ビ
キ
の
性
質

の
個
人
的
差
逮

を
調
べ
て
み
π
處
第

一
表

(
甲
)
(
乙
)
に
示
す
様

に
音

の
高
さ
の
變
動
の
速
さ
は
何
れ
竜

一
秒
に
約
四
囘
孚
で
あ

る

が
、
變
動
の
音
程
帥
ち
幅

に
於
て
は
寶
生
新
氏

の
は
約

一
一者

(
二
律
)
で
あ

る
が
、
觀
世
鐵
之
丞
氏

の
は
、

一
音
牛

(
三
律
)
以
上

に
竜
逹
し
て
居

る
。

能

及

び

能

燃木
　堂

の
　菅
鐵
腎

一
一
三

九
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冖
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つ

丈
獻

(
1
)
　

小
幡
重

一
、
小
林
隆
治

「
音

の
高

さ
及
び
強
さ
を
直
示
す
る
新
装
置
』

　

　

齢晒
廨氣
墨
・會
雄
伴
難泌
第
山ハ
〇
七
號
　
(
昭
和
十
四

二
日μ
)

　

　

米
國
音
響

學
會
雜

誌
、
日
本
數
學
物
物
學
命
記

事

其
他

(
2
)　

拙
著

「
音
樂
愛
好
者

の
爲

の
習
響
學
」
(
内
田
老
鶴
圃
)
璽
訂
版
第
磁
頁

(
3
)
　
雜
誌

「
科
學
ペ

ン
」

昭
和
+
三
年
五
月
號

　

　

雜

誌

「觀

世
」
昭
和

+
三
年
+
月
號

　

　

拙
著
隨
筆
集

「
響
」
昭
和
十

三
年
相
模
書
房

　
能
及
び
能
樂
堂

の
曾
響

ご
四

↓



鶺
及
び
能
樂
堂
の
音
響

ご
四
二

(
ハ
)

能
　
の
　
囃

子

　

能
の
囃
子
に
使
用
さ
れ
る
樂
器
は
笛
、

小
鼓
、
大
鼓
及
び
太
鼓
の
四
つ
で
あ
る
が
、
曲
目
に
よ
つ
て
太
鼓
は
加
は

ら
な

い
事
慈
あ
る
、
笛
は
舞
樂
に
用
ひ
る
横
笛
か
ら
出
疫
竜

の
で
、
長
さ
約

一
尺
三
寸
、
歌
口

(
吹
口
)

の
外
に
七

つ
の
孔
が
あ
b
、
是
れ
を
爾
手
の
指
で
開
閉
し
て
數
種
類

の
極
め
て
簡
單
な
旋
律
を
奏
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ

る
。
能

の
笛
は
音
域
が
頗

る
高

い
の
で
そ
の
旋
律

は
單
調
で
あ
う
、
且
つ
律
を
正
確
に
保
つ
事
が
か
な
b
困
難
の
や

う
に
思
は
れ

る
。

　
是
れ
に
野
し
大
小
の
鼓
と
太
鼓
と
は
全
く
拍
子
を
刻
む
竜
σ
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
よ

つ
て
能

の
音
樂
は
如
何
に
拍

子
を
重
ん
ず
る
竜
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
が
了
解
さ
れ
る
。
寧
ろ
單
に
拍
子
だ
け
の
竜
の
と
云
つ
て
竜
過
言

で
な

い

位
で
あ

る
。
是
等
大
小
の
鼓
は
共
に
極
あ

て
特
殊

の
形
腴
を
な
し
π
木
製

の
胴
を

表
裏

二
面
の
革
を
以
て
挾
み
・、

且
・

　
シ
ラ
ベヲ

つ
調
緒
を
革
の
縁
に
あ

る
六

つ
の
孔
を
逋
じ
て
兩
革
を
蓮
絡
し
胴
を
締
め
上
げ
る
奮
の
で
あ

る
。
但
し
大
小
の
鼓

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ
ル

構
造

の
主
要
な

る
相
違
は
大
鼓
に
於
て
は
調
緒
を
堅
く
締
め
付
け
る
が
、
小
鼓
に
於
て
弛
み
を
持
π
せ
て
あ
る
點

に

あ
る
。
而
し
て
小
鼓
で
藪
調
緒
の
握

り
方
と
打
ち
方
と
に
よ

つ
て
數
種

の
音
を
出
す
事
が
出
來

る
が
、
最
も
普
逋

の

打
ち
方
で
あ

る
所
謂

ポ
の
音
で
は
右
手
で
革
を
打

つ
と
同
時

に
調
緒
を
握

つ
て
居
る
左
手
を
弛
め
て
、
、革

に
與

へ
ら

れ
て
居

る
張
力
を
減
じ
ポ
ー

ソ
と
云
ふ
柔

い
餘
韻
の
あ

る
音
が
發
せ
ら
れ
る
。

か
く
の
如
く
打

つ
と
同
時

に
革
の
張



か
を
減
ず

る
絡
果
と
し
て
ボ
ー
ン
と
鳴
つ

て
居

る
尚

に
音
の
高
さ
は
約

一
音
ば
か
り
下
が
る
も
の
で
あ

る
ぴ
斯
樣
な

鼓

の
暑
の
音
響
學
的
性
質

に
就
て
は
拙
者

「
暑
樂
愛
好
者
の
爲

の
音
響
學
」

(
内
田
老
鶴
圃
發
行
)

に
詳
し
く
述
べ

て
あ
る
か
ら
此
處
に
は
是
れ
位
に
止
め
て
麗
く
。
兎
竜
角
大
小
の
鼓

は
全
や
違

つ
力
晉
色
を
持
ち
前
者
が
男
性
的
で

あ
る
に
對
.し
後
者
は
女
性
的
で
あ

る
と
竜
云

へ
る
が
、
兩
者
の
昔

の
高
さ

(
調
子
)
の
問

に
は
何
等
音
響
學
的
の
關

係
が
あ

る
譯
で
は
な
く
、
單
に
蓮

つ
力
音
色

の
二
つ
の
打
樂
器
の
音
を
巧
み
に
組
合
せ
て
拍
子
扱
ひ
が
行
は
れ
て
居

る
に
過
ぎ
な

い
も
の
で
あ
る
。
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

し

　
斯
く
能

の
囃
子
と
云
ふ
も
の
は
是
れ
を
音
樂
的
見
地
か
ら
觀
れ
ば
極
め
て
簡
單
素
朴
な
も

の
で
あ

る
と
云
ふ
事
が

出
來

る
。
而
し
て
吾
入

の
情
緒
を
搖
う
動
か
す
點
に
於
て
簡
單
素
朴
な
音
樂
が
必
ず
し
も
複
雜
、
豪
華
な
昔
樂

に
劣

る
竜

の
で
あ
る
と
は

一
概

に
は
云
ひ
得
な

い
事
勿
論
で
は
あ
る
が
、

單
に
音
樂
だ
け
と
し
て
聽
く
時
、
能

の
囃
子
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ

べ
ー
ト
ー
ヅ
ェ

ソ
や

シ
ヨ
パ
ン
の
音
樂
に
血
潮
を
高
鳴
ら
せ
る
若
き
入

々
に
共
鳴
を
威
じ
さ
せ
ゐ
竜
の
で
な

い
事
は

言
を
俟
力
な

い
所
で
あ
ら
う
。

二
　
能
樂
堂
の
音
響
的
性
質

　
　
　
　
　
　
　
　
(
イ
)
　
書
樂
堂

の

一
般
性
質

舞
蔓
と
云
ふ
言
葉
は
逋
常
演
技
者
の
技
を
行
ぷ
所
と
云
ふ
意

味
に
用

ひ
ら
れ
る
が
、

　
　
　

能
及
び
能
樂
堂
の
書
響

能
舞
臺
と
云
ふ
言
葉
は
單
に



　
　
　
　

能
及
び
能
樂
堂
の
音
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
四
　
、

役
者
が
技
を
演
ず

る
場
所
、
蜘
ち
舞
臺
や
橋
掛
6
ば
か
b
で
な
く
見
物
庸

(
所
謂
見
所
)
や
樂
崖
そ
の
他
色

々
の
附

屬
部
分
を
全
部

ぴ
つ
く
る
め
て
能

の
劇
場
と
云
ふ
廣

い
意
味
に
用

ひ
ら
れ
る
場
合
竜
亦
屡

之
あ
る
。
然
し
音
が
問
題

と
さ
れ
る
の
は
勿
論
三
問
四
方
の
所
謂
眞

の
舞
臺
ば
か
あ
で
な
く
觀
客
席
竜
亦
含
慶
れ
る
譯
で
あ
る
か
ら
寧
ろ
能
樂

堂
と
云
ふ
言
葉
を
用

ひ
る
方
が
至
當

で
あ
ち
う
。

　

周
知

の
逋
う
昔

の
幕
府

の
城
内
で
行
は
れ
力
能
や
勸
進
能
で
は
總
て
舞
臺
と
見
所

(
棧
敷
)
と
は
別
々
に
建
て
ら

れ
て
あ
う
、

そ
の
間
に
廣

い
塞
地
が
野
天
の
下
に
殘
さ
れ
て
あ

つ
控
の
で
あ

つ
て
、

近
代
淀
な
つ
て
是
等
が
總
て

一

つ
の
大
屋
根
の
下

に
包
括
さ
れ
る
に
到

つ
尢
の
で
あ
る
。
能
と
云
ふ
竜

の
は
斯
う
云
ふ
野
外
的

の
状
態

の
下
に
發
達

し
控
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
今
口

の
能
樂
堂

の
照
明

(
探
光
)
や
音
響

の
問
題
を
考

へ
る
に
當

つ
て
先
づ
念
頭

に

澱

い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
切
な
事
柄
で
あ

る
。

　
却
読
、
斯
樣
な
能
樂
堂

の
音
響
を
考

へ
る
前

に
先
づ
豫
備
知
識
と
し
て

一
般

の
劇
場
、
音
樂
堂
等
の
音
響
的
性
質

を
述
べ

る
必
要
が
是
非
あ
る
で
あ
ら
う
。

　
劇
場
や
音
樂
堂
等

の
音
響
的
性
質

に
は
二
つ
の
注
意
す
。へ
き
點
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
反
響
で
他

の

一
つ
は
殘
響

乏
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ

る
。

反
響
と
は
滑
ら

か
な
丸
天
井
或
は
曲
面
の
壁
等
か
ら
の
反
射

に
よ
つ
て
生
ぜ
ら
れ
る
も

の
で
音
が
明
瞭
に
反
復
さ
れ
る
事
で
あ
る
。
元
來
吾
々
は
原
音
と
反
射
昔
と
が
十
五
分

ノ

一
秒
以
上
離
れ
て
居

る
と

明
ら
か
に
二
つ
の
蠧日
と
し
て
感
ず
る
の
で
、
大
劇
場
等
で
舞
臺

の
反
對
側
の
丸
天
井
等
か
ら
の
反
響
の
薯
し
い
場
倉

製



ノ

に
は
舞
臺
上

の
俳
優

は
自
己
の
鏖
詞
を
再

び
耳
に
し
甚
だ
不
都
合
を
生
ず
る
樣
な
事
も
あ

る
。
又
花
道

の
上
で
は
囃

子
方

の
樂
器

の
晋
、
殊
に
三
味
線

の
音
が
著
し
く
反
響
し
て
二
重
三
重

に
竜
聞
え
て
頗

る
不
都
合
で
あ

つ
尢
と
云
ふ

、
例
竜
あ
る
位
で
あ

る
。

一
般
に
劇
場
音
樂
堂
等
に
於
て
は
舞
毫
か
ら
の
音
が
場
内

に

一
樣
に
配
布
さ
れ
觀
覽
席
若
し

く
は
聽
衆
席

の
ど
こ
で
竜
同
樣
に
聞
え
る
事
が
最
も
望
ま
し

い
の
で
あ
る
が
、
反
響
に
依

つ
て
音
の
焦
黠
即
ち
音
が

特
に
強
く
聞
え
る
點
.
或
は
原
音
と
反
射
音
と
が
相
殺
し
て
音

の
聞
え
な

い
點
即

ち
死
點
等
を
生
ず
る
事
も
あ
る
。

近
來
建
築
音
響
學

の
進
歩

に
依

つ
て
以
上
述
べ
カ
樣
な
缺
陷
を
有
す
る
劇
場
、
音
樂
堂
等
は
殆
れ
ど
無
く
な

つ
尢
が
、

東
京

の
某
著
名
大
劇
場
で
は
觀
客
席

の
形
が
橢
圓
形
を
成
し
て
居
る
關
係

で
音
の
非
常
に
弱

い
線
が
出
來
て
居

る
竜

の
竜
あ
る
。
蟄幸

に
そ
の
線
が
大
體
觀
客
席
の
椅
子
と
椅
子
と

の
境
目
に
な

つ
て
居

る
爲
に
餘
う
氣
付
か
れ
ず
に
居

る

次
第
で
あ
る
。
次
に
餘
b
高
く
な

い
且

つ
稍
曲
面
を
成
し
力
天
井
と
滑
ら
か
な
床
と
の
問

に
繰
り
返
し
て
音
の
反
射

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
き
り
ゆ
り

が
行
は
れ
る
と
、

日
光
輪
王
寺
藥
師
堂
で
見
ら
れ
る
様
な
鳴
龍

の
現
象
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
鳴
龍

の
現

象
は
決
し
て
珍
し
い
竜

の
で
は
な
く
、
東
京
紳
田

一
つ
橋
學
士
會
館

の
講
堂
内

に
竜
此
現
象
を
呈
す
る
場
所
が
あ

つ

て
、
同
所
で
拍
手
を
し
て
み
る
と
何
入

に
格
氣
付
か
れ
る
。

　

反
響

の
事
は
此
位
に
し
て
次

に
殘
響
に
就

い
て
述
べ
よ
う
。
以
上
述
べ
た
樣
な
明
瞭
な
反
響
の
聞
え
る
の
は
天
井

そ
の
他
が
特
殊
な
反
射
面
と
な
る
場
合
で
あ

る
が
、

普
通
は
室
内

の
音
源
か
ら
出
控
音
は
天
井
、
壁
、
床
等
で
數
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な

囘
繰
り
返
し
て
反
射

さ
れ
餘
音
嫋
々
と
し
て
所
謂

「
室
が
鳴

る
」

と
云
ふ
現
象

を
呈
す

る
。
帥
ち
音
を
止
め
て
か
ら

　
　
　
　
　

能
及
び
能
樂
堂
の
音
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
五

、畠

'



　
　
　
　
　

鮑
及
び
能
樂
堂
の
書
響
　
　
　
　
　
　、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
四
六

ポ
尚
暫
く
は
室
が
鳴

つ
て
居

る
格

の
で
あ

つ
て
學
術
的
に
は
こ
の
現
象

を
殘
響
と
云
ひ
前
に
述
べ
π
反
響
と
區
別
す

る
。
殘
響
が
多
過
ぎ
る
と

一
つ
の
暑
が
淌
え
な

い
中

に
次

の
音
が
來

る
か
ら
音
が
混
亂
し
て
演
読
や
音
樂
が
不
明
瞭

に
な
る
が
、

裟
控
反
對
に
殘
響
が
餘
り
少
な
過
ぎ
る
と
恰
も
野
外
で
晋
樂
を
や
る
や
う
な
乾
燥
無
味
な
も
の
に
な
る
。

　

殘
響
は
室
が
大
き

い
程
多

い
が
、
天
井
や
壁

に
吸
音
材
料
を
張

つ
て
殘
響
を
極
め
て
少
く
す
る
事
も
出
來

る
。
色

々
な
講
堂
や
音
樂
堂
に
就
て
は
夫

々
そ
の
容
積
や
目
的
に
應
じ
イ
ど
の
位

の
殘
響

に
し
禿
ら
良

い
か
と
云
ふ
事
も
知

ら
れ
て
居

る
。
依

つ
て
劇
場
や
音
樂
堂
な
ど
を
設
計
す
る
場
合
に
如
何
に
し
て
適
當
な
殘
響
量
を
得

る
か
ど
云
ふ
事

が

一
つ
の
重
要
な
る
問
題
と
な
つ
て
居
る
次
第

で
あ

る
。

　

さ
て
斯
樣
な
殘
響

の
多
少
を
云
ひ
表
す
に
は
逋
常
殘
響
時
間
を
以
て
す
る
。
例

へ
ば
或
る
室
と
か
講
堂
や
曾
樂
堂

の
殘
響
時
間
が
○

・
五
秒

で
あ

る
と
か
二

・
○
秒

で
あ

る
と
「か
と
云
ふ
。

此
殘
響
時
間
は
音
の
高
さ

(
調
子
)
に
よ

'
つ
て
多
少

の
違
ひ
が
あ

る
が
、
學
術
的
に
或
る
高
き
の
晋
に
對
す
る
殘
響
時
間
と
は

一
定
の
張
さ
の
繼
續
し
π
音
を

出
し
て
室
内
め
各
部

に
於
け
る
状
態
が
定
安

つ
て
か
ら
突
然
そ
の
音
を
止
め
力
後
に
音

の
張
さ
が
初
め
の
張
さ
の
百

萬
分

の

一
に
減
襄
す
る
迄

の
時
間
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
此
殘
響
時
間
を
測
定
す
る
の
に
昔
は
壓
搾
筌
氣
で
オ

川
ガ
ン

管
を
鳴
ら
し
且
つ
減
裏
の
模
様
を
測
る
に
は
耳
を
使
つ
控
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
音
を
出
す

の
も
亦
、

そ
の
減

↓
蓑
を
測
る
の
も
總
て
電
氣
的
方
法
で
行
は
れ
る
。

　

暑

の
強

さ
は
暑
源

か
ら

の
距
離

の
二
乘
に
逆
比
例
し
て
減

る
。
物
理
學
で
は
屡
こ
斯
う

い
ふ
云
ひ
方
を
す

る
が
、



そ

の
意
味
は
昔
源
か
ら

の
距
離
が
二
倍
に
孜
る
と
音

の
彊
さ
ば
掌
分
に
な
ら
ず
に

ゅ
×
団
鐸
轟
で
四
分

ノ

一
に
な
b
、

距
離
が
三
倍
に
な
る
と
晋

の
強
さ
は
九
分

ノ

一
に
な

る
と
云
ふ
事

で
あ

る
。

音
樂
堂
や
劇
揚
で
ぱ
斯
樣

に
舞
臺
か
ら

離
れ
る
と
音
が
段

亙
弱
く
な
る
の
で
前
に
逋
ベ
カ
や
う
な
理
由
で
天
井
や
壁
に
吸
音
材
料
を
張
つ
て
殘
響
を
適
嘗

に

す

る
ど
同
時
彼
、

逆
に
天
井
や
壁
か
ら

の
幾
ら
か
の
反
射
を
利
用
し
て
觀
覽
席

の
後
方
迄
も
音
が
よ
く
屈
く
樣

聖
設

計
す
る
竜

の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
-
　
　
　
　
　

'

　
劇
場
や
音
樂
堂

の
樣
な
多
數

の
聽
衆
、
觀
客
を
入
れ
る
場
所
で
は
聽
衆
や
觀
客
の

一
入

一
入
竜
亦
壁
や
天
井
に
張

つ
力
吸
一者
材
料
と
同
樣
に
相
當
に
一膏
を
吸
收
す
る
竜
の
で
あ

る
か
ら
、

殘
響
量

の
計
算

に
當

つ
て
も
必
ず
聽
衆

の
影

響
を
慈
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
建
物
内

の
暑
響

に
關
し
て
是
れ
だ
け

の
豫
備
知
識
を
以
て
、
愈
々
本
論

の
能
樂
堂

の
昔
響
に
就

て
述
べ
る
事
に
し

よ
う
ρ

(
ロ
)

能

樂
回堂

の

性

質

　
劇
場
や
音
樂
堂
で
は
云
ぷ
迄
竜
な
く
觀
客
席
は
舞
臺

の
前
面
に

一
様

に
奥
深
く
廣
が
つ
て
居
る
も

の
で
あ

る
か
ち
、

天
井
や
壁
に
適
當
な
吸
音
材
を
張
つ
て
殘
響
量
を
遖
當
に
す
る
と
共
に
、

二
階
、

三
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
奧
行
を
出

"

來

る
だ
け
減
じ
て
隅
々
の
座
席
に
迄
も
晉
が
よ
ぐ
屆
く
樣

に
す

る
等
の
考
案
を
施
し
て
近
來

の
劇
場
や
音
樂
堂

の
昔

　
　
　
　

鮨
及
び
舵
樂
堂
の
昔
響
　
　
　
　
　
　
　
　
,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四
七



「

　
　
　
　
、
能
及
び
能
樂
堂
の
晋
響
　
　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
四
八

響
的
性
質
は
昔
の
竜
の
に
較
べ
て
著
し
く
改
善
さ
れ
て
居
る
。
是
れ
に
反
し
能
樂
堂
と
云
ふ
も
の
は
頗

る
特
殊
な
構

造
を
持

つ
て
居
る
竜
の
で
あ

る
。
申
す
迄
竜
な
く
能
の
舞
臺

は
觀
客
席

の
中

に
突
出
し
て
居
b
、
舞
臺
と
樂
屋
と
の

問
に
は
所
謂

「
橋
掛
b
」
が
設
け
ら
れ
て
居
b
觀
客
は
舞
臺

の
正
面
、.
脇
正
面
及
び
地
裏

の
三
方

か
ら
舞
臺
上

の
演

技
を
觀
且

つ
謠
や
囃
子
を
聽
く
こ
と
に
な
ゐ、
て
居
る
が
、
地
襄

¢
席
は
極
め
て
狹

い
も
の
で
あ

る
か
ち
.
事
實
上
能

樂
堂
に
於
て
は
正
面
と
脇
正
面
と
正
方
形
の
舞
臺

の
邊
に
洛
ふ
カ
ニ
面

か
ら
觀
る
こ
と
に
な

つ
て
居
る
。
即
ち
大
部

分

の
著
は
樂
堂
全
體
莎
ら
見

て
極

め
て

一
方
に
片
寄
つ
控
場
所
か
ら
發
せ
ら
れ
%
譯
で
あ
る
。
從

つ
て
斯
様
な

一
方

に
偏
し
力
揚
所
か
ら
發
せ
ら
れ
控
音
が
、
正
面
、
脇
正
面
の
各
所
に
よ
く
均

一
に
行
き
渡

る
様
に
な
つ
て
居
る
も

の

で
あ
ら
う
か
、
恐
ら
く
場
所
に
よ
b
相
當

ム
ラ
が
あ

る
も

の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
事
が
能
樂
堂
内

の
音
の
張
さ
の
分
布

状
態
に
就
て
第

一
に
氣
付
か
れ
る
點
で
あ

る
。
次

に
橋
掛
り
に
於

い
て
の
演
技
慈
重
要
な
役
目
を
持
つ
竜

の
で
あ

る

か
ら
、
橋
掛
b
に
音
源
が
あ

る
場
合
に
樂
堂
内

の
音
の
分
布

は
ど
ん
な
具
合
に
な
る
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
事
が
第
二

に
考

へ
ら
れ
る
問
題

で
あ

る
。

-
・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

　
舞
臺

の
後
方
に
は
老
松
を
描

い
疫
朋
目
板
.
所
謂
鏡
板
が
在

る
。

こ
の
鏡
板
は
廣

い
夲
ら
な
面
で
あ
る
か
ら
、

そ

の
前
面
で
發
せ
ら
れ
る
大
小

の
鼓

の
音
や
謠
に
野
し
て
は
有
力
な
反
射
板
の
役
目
を
な
す
で
あ
ら
う
。

一
方

に
於
て

鼓

の
高
く
且
極
め
て
瞬
問
的
の
音

は
舞
臺

の
天
井
と
滑
ら
か
な
床
と

の
中
間
で
發
生
さ
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
茲
に

多
少

の
鳴
龍

の
現
象
が
起

る
譯
で
あ
る
。
然
し
幸

に
し
て
舞
臺

の
天
井
は
床

に
對
し
て
か
な
う
傾
斜
し
て
居
り
且
つ



〆
脂

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馨

床
の
樣

に
滑
ら
か
で
な

い
爲

に
こ
の
鳴
龍

の
現
象

は
殆
ん
ど
認

め
ら
れ
な

い
が
.

天
井
と
滑
ら
か
な
床
と
鏡
板
と
に

依

つ
て
取
う
園
裟
れ
た
舞
臺
と
云
ぷ

一
つ
の
塞
問
と
廣

々
し
た
觀
客
席
と
で
は
夫
々
違

つ
力
殘
響
を
有
し
此
兩
者
が

組
合
さ
つ
て
能
樂
堂

の
全
體
と
し
て
の
殘
響
は
極
め
て
特
殊
な
性
質
を
表
す
慈

の
で
あ

る
事
が
次
に
逋
べ
る
著
者
等

の
測
定
に
依

つ
て
明
ら
か
に
な
つ
尢
。

　
能
樂
堂

の
殘
響
時
間

に
就
て
は
實
測

の
結
果
を
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
そ
れ
と
比
較

の
爲
、

日
本
放
迭
協
會
技

術
研
究
所
星
技
師

の
測
定
に
依

る
二
三
の
音
樂
堂
、
講
堂
等
の
殘
響
時
間
を
掲
げ
よ
う
。　
〔
室
の
容
積
、
表
面
積
等

の
詳
細
な
る
數
値

は
省
略
す
〕

殘 響
時 間

音　の
振動數:

1.7秒
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能
及
び
能
樂
堂
の
苦
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　,
ご
五
〇

　
　
*
大
阪
電
氣
倶
樂
部
講
堂
は
形
歌
大
體
矩
形
、
天
井
は
稍
緩
い
丸
昧
を
帶
ぶ
。
床
は
リ
ノ
リ
ウ
ム
張
り
に
し
て
据
付
椅
子
無
く
、

　
　
　
必
要
に
應
じ
八
人
用
連
續
椅
子
を
持
込
む
。
茲
に
羯
げ
た
る
殘
響
時
間
は
椅
子
を
入
れ
ざ
る
室
虚
の
場
合
の
測
定
値
で
あ
る
。

　
　
　
是
れ
に
依
り
五
〇
〇
人
滿
員
に
な
り
た
る
場
合
の
殘
響
時
闇
を
推
定
す
る
に
振
動
數
五
〇
〇
の
晋
に
對
し
て
○
・七
秒
で
あ
る
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

　

次
に
著
者
等
が
測
定
し
力
喜
多
能
樂
堂

(
東
京
四
谷
區
愛
住
町
)

の
音
響
的
性
質
を
述
べ
よ
う
。

　

第
四
圖
は
喜
多
能
樂
堂

の
夲
面
圖
で
あ

る
。
圖
に
あ

る
逋
b
此
能
樂
堂

の

一
隅
に
は
稽
古
用
舞
臺
が
設
け
ら
れ
て

あ

る
が
、
多
數

の
觀
客
を
收
容
す
る
場
合
に
は
此
處
竜
觀
客
席
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
依

つ
て
音
響
測
定
に
當

つ
て

は
此
稽
古
用
舞
臺
面
に
は
座
布
團
五
十
枚
を
敷
き
そ
の
、反
射

の
影
響
を
減
じ
カ
。　
一
般
棧
敷
及
び
椅
子
席
及
び
此
五

十
入
分
の
席
を
加

へ
て
滿
員

の
場
合

の
收
容
入
員

〔
正
面
後
部

の
座
敷
含
、裟
ず
〕

は
約
三
九
〇
入
で
あ
る
。

　
吾
響
測
定
に
當

つ
て
は

〔
1
〕
、
〔
∬
〕
或
は

〔
皿
〕

の
位
置
に
音
源

(
優
秀
な
動
電
型
擴
聲
器
)
を
麗
き
殘
響
時

間
及
び
暑

の
強
さ
の
分
布
を
測
定
し
カ
。
1
2
3
…
…
25

は
音

の
強
さ
を
測
定
し
距
場
所
で
あ

る
。
是
等
の
測
定
の

結
果

の
詳
細
を
邇
べ
る
事
は
餘
う
專
門
的
に
な

る
か
ら
極
く
概
略
を
の
べ
る
に
止

め
る
。

　
胃
頭
に
逋

べ
府
樣
に
能
樂
が
野
天
で
發
達
し
π
と
云
ふ
徑
路
か
ら
考

へ
て
竜
、
能
樂
堂

の
殘
響
時
間
は
洋
式

の
音

樂
堂
に
較
べ
て
か
な
り
短

い
も
の
で
あ
ら
う
事
は
豫
想
さ
れ
る
所
で
あ

る
。
現
に
此
喜
多
能
樂
堂
は
純
粹
の
目
本
建

築
で
あ

つ
て
、
觀
客
席
の
周
圍
は
壁
障
子
、
.稍
、
子
戸
、
窓

な
ど

か
ら
成

つ
て
居
b
、
叉
天
井

は
凹
凸
頗

る
多
く
全

體

と
し
て
舞
鏖
以
外
四
壁
に
於
け
る
音

の
反
射
は
極
め
て
少

い
竜
の
と
考

へ
ら
れ
る
。



0　　望　　2き　 3　　4
し一 瓢一_」

寒
5

能
及
び
能
樂
堂
の
書
響

脳

伶
灘

」
醗
誉

　

禽
畿

聖懃
、鼕

;
,砦1夷}

76.o

　 　 へも　

編
亀75

.8

　噸

　　等
コ

{　　 }　　　　 　　　 1

■ 舮掴
　　　　i　　 　 　 　 l
　　　　　　　　　　　　　　　 ,

　　　　;　　　　　 i
　 、　 　 　 　 }

　 　 　 　 霧

i甑)y㈹1
、 ブ労 　 鰤i
`.…　　　　　　　　　　　　　}　 　 　 　 　 　 一..T一 一 一一r..一一一一.

鰰 一

;…

　　　　　　　　　　　　　　　 鼕　　　　　　　　　　　　　　　 …

1　　 　　 　　　 　　 　　 、

馨馨_.＼

蘇
833

…訊 鋤i

8ひ2

{、

i
く

μ㍉む}
7&2

　　　i
縢IH　 電

嶺
噌

眉
,.」

満

誓

F
、惑
審

憶

レ
等
卩「』へ.マ
,ゾ丶
ド

残

〉
惇

、ー

ー

.
ド

㌦

　　{

雛}1
ア勇■一i

　　　}
電　 」

　 頴1
・63}

　 　 　 の5ダ 曇 、　 　 　 ノ　　　　　　、　̀　、　'

・血
魯

/

!

'

〆

〆

,「
ーー

ー

麕塵
瞿辱

r
ー
ー
ー
ー
籌

."
燐
題
蔀
沸
識
∴
蝋
炉

財

けい
融
臨
靉
縣
段

　 　 ∫
_澱 、_

ア
晦
E

　 　一 タ1・　 　
ノ/i

　 '
　 .グ
'
∫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燭

…

ー

ー
…

ヂ
艶

.》

3
…
…
…

ー

ー
ー

;

㎝

广

㎞.}贈__一__.」.._一 脚___吻_.

卿
　
　
　
　

　
　
}

…

O
r
～
i
ー

」

　
8コ
」
り

…
盞

　
　
　
　
　
　
β
「

.∠

梱偉

　

伺

　

贏

　

嚊

　

,

　

へ

　

…

'…
」

'

/

へ
」
7

/

　 　 　 　 、　
㌘一4一 一墫呪.…一一一繍　,

　 　 くシぎ　

　 82メ 薫》

{・ 。艪
　 87,5

羸 』…'…32漏 一一 訟 一 一・一 羅 … 一・一 唄

.　　　 ◎ ご弓

　 　 8緯 《⑪}

　 　 (う藍2《孟♪　　,

　 　 753

　 禪囀●闘■』噛騨胃囀一 　_昌

______・___.__。_一_。_一__」

　　　　噴 婁夛
　　 　 　 η.3

{
F

ー

　 ノ

/

/

　 　 　 ■

　 　 ノ　!

　 ノ　ノ

。角 ω　 　 '、

78り

噛
右

煢

量
舛
台

.　.…　

ー

騨
頃:φ

　

「
ー
鴨

小ー
箸
ー

-
萋

矗
ー
ー
ー

-

　　　
一

}

　　　
{

～

　　　
{
　
一

層殉}甲

.ー

且ー

觚員
雀　

,　 7鼻8の

⊥　 ご 一
丁

噂　　　嚇　　　伽　　　、

013　
《八 》β03

㊤　1】
83.貿=}

　 7ε、2　　　 　　 　　 i　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ
…一　　.申…曙叫….鴇卿……}艚}…　コ

　　瞬の 　 　 }　　77む
一「一一づ

融 裏}l　 l

}

二

昏

一

畠

…
凱ρ

『

㎝

㎝　　　　　　　　P

　　　　　　　　一

鵬……　
耀一岬㎎…}"一へ

」　　"
　　　～}…一

7,

…

_」

ご
五

凶

座

戯
淋

　　　 第 四躅 　 喜 多 能 樂 堂夲 面 圖

推 定 容 積(座 敷含 まず):約1870立 方 米

牧 容 觀 容 數(棧 敷 及 び椅 子 席):約390人

　　　 立體數字一一測定場所の番號

　　　 斜體數:字一一一普源を(1)の位置に置=き拠る場合の彊さ(ヂシルペ)

　　　括孤入 口本數字　　同上・彊さの順位　.

雲.

o

σ



覊

σ

　
　
　
　

能
及
び
能
…榮
灘出
の
丘旦
灘
獅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
五
二

　

此
能
樂
堂
の
殘
響
時
間
を
測
定
す

る
に
當

つ
て
な
音
源
及
び
受
音
器

(
マ
イ
ク

ロ
フ
ォ

ソ
)
の
位
貴
を
種

々
變
化

し
、
且
つ
ブ
ラ
ウ

ン
管
を
使
用
し
て
音

の
減
裏

の
模
樣
を
撮
影

の
上
詳
細
研
究

し
控
所
、
先
に
述
べ
た
能
樂
堂

の
特

異
な
構
造
に
基
き
昔
響
的
に
は
舞
臺

と
觀
客
席
と

の
二
つ
の
室

の
聯
成
よ
う
成
る
特
殊
現
象

(
低
音
に
て
特
に
著
し

い
)
が
認
め
ら
れ
從

つ
て
殘
響
時
間
は
高
音
で
は
○

・
六
秒
程
度

で
あ
わ
、
低

音
で
は
約
○

・
三
秒
で
あ
る
が
、
多

數

の
觀
客
を
收
容
し
π
場
合
是
等

の
殘
響
時
間
は
更
に
短
く
な
る
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
此
種

の
殘
響
に
於
け
る
特
殊
現
象
は
既

に
洋
式

の
暑
樂
堂
等
に
於
て
も
知
ら
れ
て
居

る
所
で
あ

る
。
元
來

バ
〆
コ

ニ
i

(
突
出
し
二
階
)
の
在

る
様
な
大
音
樂
堂

は
是
れ
を
音
響
的
に
觀

る
時
は
舞
臺
と
天
井
の
高

い
一
般
觀
客
席
及

び

バ
グ
コ
ニ
ー
下

の
奧
ま

つ
控
觀
客
席

の
三

つ
の
部
分
か
ら
成
う
立

つ
て
居

る
と
考

へ
ら
れ
る
。
曽
而
し
て

バ
〃
コ
ニ

ー
下

の
觀
客
席
に
吸
音
材
料
が
用

ひ
て
な

い
樣
な
場
合
に
は
是
等
三
つ
の
室
問

の
違
つ
力
音
響
的
性
質

の
影
響
が
現

れ
る
事
が
知
ら
れ
て
居

る
。

　
能
樂
堂

の
昔
響
的
性
質
は
丁
度
こ
の
樣
な
場
合
で
あ

つ
て
、
舞
薹

の
上
で
鏡
板
、
床
、
天
井

の
問
に
形
成
さ
れ
允

脅

の
勢
力
は
三
方
の
開

い
力
面
か
ら
廣

い
觀
客
席
に
逸
散
す

る
爲
に
舞
臺
上

で
は
最
初
比
較
的
急
激
な
減
袤
が
起
b
、

是
れ
に
續

い
て
廣

い
觀
客
席

の
殘
響
に
依

る
弱

い
音
が
長
く
繼
續
し
て
居
る
。
此
様
な
二
段
階
か
ら
成

る
減
袤

の
模

樣
が
音

の
減
嚢

の
寫
眞
に
よ

つ
て
良
く
窺
は
れ
る
の
で
あ

る
。
從

て
斯
樣
な
減
嚢

の
模
様
は
場
所
に
依

つ
て
異
う
、

殊
に
低

い
苦
と
高

い
暑
と
で
著
し
く
違
ふ
と
云
ふ
特
殊
性
を
生
ず
る
。
而
し
て
そ
の
原
曷
は
周
圍

の
灘

い
板
張
う
の



部
舞

の
豐

梶

が
低
者
と
高
菅
と
で
か
苓

違
毳

で
あ
る
。
獺
鸚

繼

魏

鸚

轍

年
云

　

以
上
述
べ
カ
様
な
能
樂
堂

の
特
異
性
は
四
壁
が
薄

い
板
張
り
や
障
子

の
樣
な
吸
音
性
の
物
で
出
來
て
居
る
か
、
或

、
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
様
な
堅
く
て
吸
音
性

の
乏
し

い
物
で
出
來

て
居

る
か
に
依
つ
て
大
に
模
様
を
異

に
す
る
筈
で
あ

る
か
ら
、
後
に
述
べ
る
舞
臺
上

の
演
技
者
か
ら
見

力
能
樂
堂

の
優
劣
は
恐
ら

く
こ
の
特
異
性
に
依

つ
ノし
科
學
的
読
明

が
與

へ
得

る
も

の
と
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
　
　
　

ー

　
　
次
に
能
樂
堂
内

の
音
の
強
さ
の
分
布

は
音
源

の
位
置
を

(
1
)
(̂
皿
)
(
鹽
)

に
變

ヘ
カ
場
合
に
勿
論
違
ふ
が
、
一■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら

　
の
高
さ

(
即
ち
振
動
數
)
に
依
つ
て
も
亦
多
少

の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
第
四
圖

の
各
測
完
位
置
の
下
に
示
し
力
數

値

は
音
源
を

(
1
)
に
置

い
控
場
合
♂
♂
♂

の
三
種

の
高
さ
の
音
に
依

る
測
定
値

の
不
均
で
、
各
位
麗

の
右
側
に
書

　
い
カ

(
一
)
(
二
)
(
三
)
…
…

の
數
字
は
音

の
強
さ
の
順
位
を
示
す
。
此
粘
果
を
觀

る
に
橋
掛
b
の
直
下
、
帥
ち
番

.號
23

の
場
所
が
最
も
音
が
強
炉
が
、
是
れ
は
苦
源
か
ら

の
距
離
が
近

い
關
係
上
第

一
位
を
獲
得
し
力
譯

で
あ

る
が
、

舞
毫
上

の
演
技
を
觀

る
上
か
ら
此
場
所
は
頗

る
不
良

の
竜
の
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な

い
か
ら
、
目
と
耳
と
兩
方
面

　
か
ら
云
つ
て
、
(
二
)
(
三
)
(
四
)

の
場
所

(
番
號

U
、
11
、
%
)
が
最
良
と
云
ふ
事
に
な
る
。

　
　
能
樂
堂

の
優
劣

　
以
上

の
様
な
殘
響
時
間
並
に
音

の
分
布

の
測
定
を
色

々
な
能
樂
堂
に
就
〆し
行

つ
!し
み
れ
ば
、
能

　
樂
堂

の
優
劣

に
關
し
て
客
觀
的
批
到
が
下
せ
る
譯
で
あ
る
が
、
以
上
述
べ
カ
樣
な
結
果

は
全
く
觀
客
側

の
立
場
か
ら

　
觀
控
も
の
で
あ

つ
て
、
能
樂
堂

の
音
響
的
優
劣
を
比
較
す
る
に
當

つ
ノ・
看
逃
す
べ
か
ら
ざ

る
點
は
、
舞
臺
上

の
演
技

　
　
　
　
　

」能
及
び
能
樂
堂
の
一音
謹
翼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　'　
　
　
　
　

二
五
三

吻



《

　
　
　
　

體
及
び
能
樂
堂
の
音
響

、　
-　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
五
四

　
　
ら
ぐ

者
が
樂

に
謠

へ
る
か
ど
う
か
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
專
門
家
の
經
驗
に
依
る
に
或

る
能
樂
堂
で
は
聲
が
良
く
透
る
に
反

し
他

の
能
樂
堂
で
は
頗

る
力
が

い
る
と
云
ふ
事
で
あ

つ
て
、
總
じ
て
自
分

の
聲
が
自
分

の
耳

に
良
く
響
く
の
が
よ
ろ

し

い
と
せ
ら
れ
て
居

る
。
斯

か
る
事
は
是
れ
を
物
理
學
的
に
云

へ
ば
音
源

の
近
く
に
於
け
る
音
の
減
襄
歌
態

の
相
違

に
歸
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
先
に
邇
ベ
カ
樣
に
能
樂
堂

の
殘
響
は
舞
臺

と
云
ふ

一
つ
の
室
と
是
れ
と
音
響
的

性
質
を
異
に
し
控
観
客
席
と
云
ふ

一
つ
の
室
と
、

二
つ
の
室

の
聯
成
か
ら
成
6
立

つ
て
居
る
の
で
、
舞
臺

の
構
造
は

大
體
ど
こ
で
も

一
定
し
て
居

つ
て
も
觀
客
席

の
大
き
構
造
に
依

つ
て
舞
臺
上

の
演
技
者
に
樂
堂
の
良
否
を
戚
ぜ
し
め

る
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
は
直
ち
に
首
肯
さ
れ
る
所
で
あ

る
。

　
以
上
の
樣
な
見
地
か
ら
觀
れ
ば
能
樂
堂
と
云
ふ
傳
統
的
な
特
殊
な
建
物
か
ら
出
て
、
、
日
比
谷
公
會
堂
や
帝
劇
の
樣

な
大
劇
揚
で
能
を
演
ず

る
と
云
ぷ
事
は
假
令
同
じ
三
問
四
方

の
完
全
な
床
を
持

つ
力
舞
臺
を
し
つ
ら

へ
る
に
し
て
も

音
響
的
に
決
し
て
滿
足
な
竜
の
で
な

い
と
云
ふ
事
に
科
學
的
説
明
が
輿

へ
ら
れ
る
と
信
ず
る
。
能
は
こ
こ
迄
調
子
を

降
ろ
し
て
大
衆
に
迎
合
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

　
能
舞
臺

の
音
響

の
問
題
と
し
て
多
く
の
讀
者
は
例

の
吊
う
瓶

の
読
明
を
期
待
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
最
後
に

一

言
を
附
け
加

へ
る
事
に
す

る
。

　

つ　
　
が
め

　
吊
う
瓶
は
能
舞
臺
建
築

の

一
特
色
と
し
て
知
ち
れ
る
竜
の
添丶

舞
鏖
下
、
後
座

の
下
や
橋
掛
う
の
下
に
夬

々
適
宜

の
距
離
を
保
つ
て
口
徑
三
尺
餘

の
筌
の
瓶
が
十
數
個
地
面
に
堀

つ
控
穴

の
中
に
上
向
け
て
吊

つ
て
あ
う
、

そ
の
共
鳴



作
用
が
足
拍
子
な
ど
の
音
を
よ
く
響
か
せ
る
に
役
立
つ
竜
の
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。
筆
者
は
未
だ
此
吊
瓶

の
實
物

及
び
そ
の
吊
も
方
を
觀
力
事
が
な
い
の
で
.
茲
に
確
か
な
事
は
述
べ
兼
ね
る
が
ロ
徑
三
尺
餘
と
云
ふ
樣
な
大
瓶

は
餘

稈
床
板
に
接
近
し
て
吊
ら
れ
口
の
開
き
が
狹

め
ら
れ
て
な
い
限
う
低

い
晋
に
の
み
共
鳴
す
る
か
ら
、
足
拍
子

の
樣
な

音
を
強
め
る
に
ど
の
位
役
立

つ
か
疑
問
に
思

つ
て
居

る
。
兎
に
角
古
來
有
效
な
竜
の
と
し
て
慱
統
的
に
行

は
れ
て
居

る
が
そ
の
價
値
は
疑
問
と
し
て
止
め
攪
く
外
は
な
い
。

野

賦

、

能
及
び
能
樂
堂

の
書
趨
響

ご
五
丑


